


７
月
６
日
、
枝
幸
高
校
１
年
生
が
ア
グ

リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
㈱
フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｉ

と
枝
幸
町
公
共
育
成
牧
場
の
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
視
察
研
修
は
、
枝
幸
町
の
「
ふ
る

さ
と
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
の

一
環
で
「
え
さ
し
探
究
」
の
時
間
と
し
て
、

自
分
た
ち
が
暮
ら
す
枝
幸
町
に
関
心
を
持

ち
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、
視
野
を
広

げ
他
者
と
協
働
し
、
主
体
的
に
課
題
を
解

決
す
る
力
を
養
っ
て
も
ら
う
事
を
目
的
と

し
今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
第
三
弾
と
し
て
枝
幸
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
を
も
っ
と
知
り
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
為
、
座
学
研
修
と

牧
場
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
座
学
研
修
を
枝
幸
高
校
の

体
育
館
で
行
い
、
枝
幸
町
農
林
課
の
加
藤
主

査
が
講
師
と
な
り
、
農
業
の
種
類
か
ら
、
枝

幸
町
農
業
の
歴
史
や
酪
農
に
つ
い
て
を
詳
細

に
説
明
し
ま
し
た
。

座
学
研
修
終
了
後
は
、
フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｙ

Ｎ
Ｉ
の
視
察
の
為
バ
ス
で
移
動
し
、

フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
で
は
、
和
田
課
長
が

場
内
を
案
内
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
生
乳
生
産
現
場
へ
足
を
踏
み

入
れ
た
学
生
も
多
く
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
酪
農
と
は
違
う
大
型
の
施
設
、
又
、
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
自
動
給
餌
機
な
ど
の
自

動
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。質

疑
応
答
の
時
間
で
は
、
赤
毛
の
牛
や
、

カ
ウ
ブ
ラ
シ
、
バ
ー
ン
ス
ク
レ
ッ
パ
ー
な

ど
、
そ
の
場
で
感
じ
た
疑
問
を
素
直
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
枝
幸
町
公
共
育
成
牧
場
へ
移

動
し
ま
し
た
が
、
枝
幸
高
校
１
年
生
の
大

半
は
、
平
成
25
年
に
枝
幸
小
学
校
の
社
会

科
見
学
で
訪
れ
て
お
り
、
懐
か
し
さ
を
感

じ
て
い
る
学
生
も
い
ま
し
た
。

公
共
育
成
牧
場
で
は
、
若
山
常
務
が
場

内
を
案
内
し
、
枝
幸
町
で
は
酪
農
家
が
生

乳
生
産
に
集
中
で
き
る
よ
う
子
牛
か
ら
分

娩
前
ま
で
預
か
る
分
業
制
度
が
あ
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。

え
さ
し
探
究
を
通
じ
、
枝
幸
町
の
子
供

達
が
酪
農
に
興
味
を
持
ち
、
将
来
酪
農
関

係
の
仕
事
に
就
い
て
く
れ
る
事
を
願
い
ま

す
。

枝幸町農林課 加藤主査による座学研修

ファームＡＹＮＩの視察風景公共育成牧場の視察風景



８
月
11
日
、
就
農
研
修
生
と
の
意
見
交
換
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
に
は
、
村
上
町
長
、
今
井
副
町
長
、
枝
幸
町
農
林
課
加
藤
主

査
と
宗
谷
南
農
協
役
員
及
び
営
農
部
営
農
課
職
員
が
参
加
し
、
研
修
生
が
日

頃
感
じ
て
い
る
、
不
安
や
疑
問
な
ど
多
く
の
話
題
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

向
井
地
組
合
長
の
開
会
の
挨
拶
で
は
、
今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
村
上

町
長
始
め
、
今
後
就
農
ま
で
に
お
世
話
に
な
る
方
々
が
参
加
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
機
会
に
色
々
と
相
談
し
て
欲
し
い
と
意
見
交
換
会
の
趣
旨
を
説
明
し
ま

し
た
。

研
修
生
の
挨
拶
で
は
、
中
新
井
田
さ
ん
の
結
婚
報
告
な
ど
の
近
況
報
告
や

就
農
ま
で
の
意
気
込
み
を
交
え
た
自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

７
月
７
日
、
枝
幸
町
役
場
に
て
枝
幸
町
内
の
小
中
高
生
を
対
象
と
し

た
牛
乳
贈
答
券
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

今
回
の
牛
乳
贈
答
券
の
寄
贈
は
、
宗
谷
地
区
農
業
協
同
組
合
長
会
と

宗
谷
地
区
農
協
酪
農
対
策
推
進
協
議
会
の
両
組
織
に
よ
り
行
わ
れ
、
宗

谷
管
内
（
幌
延
町
を
除
く
）
の
小
中
高
生
約
５
，
３
７
０
人
を
対
象
に
、

一
人
当
た
り
１
枚
１
㍑
の
券
を
２
枚
配
布
す
る
と
い
う
も
の
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
学
校
の
休
校
で
給
食
用
牛
乳
の
消
費
が
ほ
ぼ

無
く
な
り
、
又
、
外
出
自
粛
に
伴
い
飲
食
店
等
で
も
需
要
が
落
ち
込
ん

だ
こ
と
に
よ
り
、
牛
乳
消
費
拡
大
や
健
康
増
進
、
そ
し
て
宗
谷
管
内
の

酪
農
家
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

続
い
て
村
上
町
長
よ
り
、
「
全

国
的
に
農
業
者
の
担
い
手
不
足
は

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

酪
農
家
を
目
指
し
て
い
る
皆
様
に

枝
幸
町
酪
農
の
担
い
手
と
し
て
大

い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

努
力
は
必
ず
自
分
に
返
っ
て
来
る

の
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ

い
。
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
も
先
輩
酪
農
家
達
の
話

を
聞
き
就
農
へ
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
、

最
後
に
下
山
理
事
が
閉
会
挨
拶
を

行
い
、
「
農
協
は
全
力
で
研
修
生

を
応
援
し
ま
す
。
」
の
言
葉
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

牛
乳
贈
答
券
は
宗
谷
管

内
の
Ａ
コ
ー
プ
各
店
、

ラ
ッ
キ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
）
、

西
條
各
店
（
Ｑ
マ
ー
ト
・

ベ
ス
ト
ホ
ー
ム
含
む
）
、

サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
各
店
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー

ト
各
店
、
他
管
内
主
要

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

使
用
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

記
載
さ
れ
て
い
な
い
店
舗

に
つ
き
ま
し
て
は
、
使
用

前
に
直
接
店
舗
に
ご
確
認

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

牛乳贈答券寄贈の様子

左奥より：向井地組合長、寺前参事

右奥より：村上町長、今井副町長、

小川教育長、深澤枝幸高校長



枝
幸
町
公
共
育
成
牧
場
の
１
番
牧

草
の
収
穫
が
７
月
７
日
か
ら
７
月
10
日

に
行
わ
れ
、
農
協
職
員
も
応
援
に
駆
け

つ
け
、
４
日
間
で
バ
ン
カ
ー
３
基
分
の

収
穫
作
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

今
年
は
牧
草
の
生
育
が
早
く
、
例
年

以
上
の
収
穫
量
が
あ
り
、
牧
草
に
厚

さ
が
あ
る
為
、
収
穫
作
業
に
も
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
が
今
冬
に
向
け
た

育
成
牛
用
の
粗
飼
料
を
確
保
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
所
周
り
の
草
刈
も
７
月

と
８
月
に
行
い
、
各
職
員
が
草
刈
機
を

手
に
汗
を
流
し
た
り
と
、
環
境
整
備

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

８
月
13
日
（
木
）
本
所
金
融
共
済
店
舗
に
お
い
て
、
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
お
客
様
に
よ
り
身
近
に

感
じ
て
頂
く
為
に
、
職
員
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
を
着
用
し
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ょ
リ
ス
」
は
皆
様
ご
存
じ
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
昨
年
よ
り
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
「
よ
り
ぞ
う
」
は
い
つ
で
も
親
身
に

な
っ
て
皆
様
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
ゾ
ウ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
、
お
客
様
に
寄
り
添
い
、
気
軽
に
ご
相
談
を

し
て
頂
き
、
お
客
様
に
合
っ
た
ご
提
案
を
行
う
、
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
と
し
て
の
想
い
を
体
現
し
た
も
の
で
す
。
当
Ｊ

Ａ
に
お
い
て
も
、
組
合
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
安

心
し
て
ご
利
用
し
て
頂
け
る
金
融
機
関
を
目
指
し

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
来
店
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

８
月
18
日
、
枝
幸
町
国
民
健
康
保
険
病
院
、
介
護
老
人
保
健
施
設

う
た
の
ぼ
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
枝
幸
苑
と
歌
翠
園
に
牛
乳
・

乳
製
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

向
井
地
組
合
長
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
か
ら
、
未

だ
終
息
の
兆
し
が
な
い
中
、
心
身
と
も
に
疲
弊
さ
れ
て
い
る
病
院
関

係
者
、
ご
老
人
の
栄
養
補
給
や
健
康
維
持
に
、
地
域
農
業
の
地
場
産

品
で
あ
る
牛
乳
・
乳
製
品
を
役
立
て
て
頂
き
た
い
。
」
と
述
べ
、
牛

乳
（
２
０
０
ｍ
ｌ
）
３
６
０
個
、
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
１
８
０
個
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

枝
幸
町
国
民
健
康
保
険
病

院
の
柳
事
務
局
長
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
の
闘
い
は
、
長
く
厳
し

い
も
の
に
な
り
ま
す
が
、

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
き
、
感
染
終
息
の
為
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た

牛
乳
・
乳
製
品
は
、
趣
旨

に
沿
う
よ
う
入
院
患
者
等

の
給
食
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
」
と
受

け
取
り
ま
し
た
。

寄贈式の様子

左：柳事務局長 右：向井地組合長



６

月

に

行

い

ま

し

た

環

境

美

化

巡

回

指

導

で

は
、

残

念

な

が

ら

ラ

ッ

プ

フ

ィ

ル

ム

の

飛

散

が

散

見

さ

れ

ま

し

た
。

そ

こ

で

今

回

は

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ビ

ニ
ー

ル

ご

み

が

ど

の

よ

う

な

悪

影

響

を

も

た

ら

す

の

か

を

紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

ま

ず

初

め

に

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

に

つ

い

て

で

す

が
、

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

原

料

は

石

油

で
、

す

ご

く

軽

く

生

活

に

便

利

な

反

面
、

不

適

切

な

処

理

の

仕

方

を

す

る

と

環

境

汚

染

に

つ

な

が

り

ま

す
。

例

え

ば
、

海

洋

問

題

が

挙

げ

ら

れ

ま

す
。

こ

れ

は

人

間

が

捨

て

た

ビ

ニ
ー
ル
ご
み
や
、
ペ
ッ
ト

ボ

ト

ル

ご

み

が

海

に

流

れ

海

岸

に

溜

り
、

海

の

生
物
（
亀
や
鯨
な
ど
）
が

ク

ラ

ゲ

と

間

違

え

て

食

べ
、

の

ど

に

詰

ま

ら

せ

て

死

ん

で

し

ま

う

こ

と

な

ど

で

す
。

特

に

海

洋

生

物

で

は

ウ

ミ

ガ

メ

が

絶

滅

の

危

機

に

瀕

し

て

い

た

り

鯨

の

胃

か

ら

大

量

の

ビ

ニ
ー

ル

袋

が

発

見

さ

れ

た

り

し

て

い

ま

す
。
又
、
海
洋
生
物
だ
け

で

は

な

く
、

私

た

ち

人

間

に

も

食

物

連

鎖

を

通

じ

て

害

を

及

ぼ

し

ま

す
。

紫

外

線

や

波

の

力

に

よ

っ

て

５

ミ

リ

以

下

に

な

っ

た

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

は

マ

イ

ク

ロ

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

と

な

り
、

こ

れ

が

魚

介

類

に

取

り

込

ま

れ
、

食

物

連

鎖

に

よ

っ

て

人

間

を

含

む

多

く

の

動

物

の

体

内

に

入

る

可

能

性

が

あ

る

と

言

わ

れ

て
い
ま
す
。

マ

イ

ク

ロ

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

が

体

内

に

入

る

と

マ

イ

ク

ロ

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

に

吸

着

し

た

環

境

ホ

ル

モ

ン

等

の

有

害

物

質

に

よ

り

癌

な

ど

が

発

症

し

や

す

く

な

り

ま

す
。こ

の

よ

う

に

不

適

切

な

処

理

の

仕

方

を

す

る

と
、

環

境

破

壊

に

つ

な

が

り

ま

す

が

適

切

な

処

理

を

す

る

と

資

源

に

な

り

ま

す
。

例

え

ば

草

を

巻

く

と

き

に

使

う

ビ

ニ
ー

ル

ラ

ッ

プ

は

ポ

リ

オ

レ

フ

ィ

ン

系

フ

ィ

ル

ム
と
い
い
、
こ
れ
は
サ
ー

マ

ル

リ

サ

イ

ク

ル

と

い

う

方

法

で

再

利

用

さ

れ

ま
す
。

サ
ー

マ

ル

リ

サ

イ

ク

ル

と

は

廃

棄

物

を

焼

却

す

る

際

に

発

生

す

る

熱

エ

ネ

ル

ギ
ー

を

利

用

し

て

発

電

や

周

辺

施

設

の

暖

房

や

温

水

供

給

な

ど

に

利

用

す

る

こ

と

で

す
。

こ

の

よ

う

に

し

っ

か

り

と

し

た

分

別

を

し
、

適

切

な

処

理

の

仕

方

を

す

る

と

資

源

と

な

り

ま

す

の

で

今

ま

で

以

上

に

注

意

を

払

っ

て

処

理

を

し
ま
し
ょ
う
。

枝
幸
町
で
は
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
「
地
域
の
農
地
利
用
確

認
」
、
「
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・

解
消
」
、
「
農
地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
・
早
期

発
見
」
を
目
的
に
全
地
域
の
農
地
を
対
象
に
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
農
地
の
無
断
転
用
は
農
地

法
違
反
に
な
り
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
の

命
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
罰
金
が
科
せ

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
の
他
、
関
係
機
関
と
連
携

し
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
地
域
と
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
（
写
真
の
よ
う
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ス

テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。



追い移植

当授精所では、リピートブリーダー(※)対策として追い移植を実施しています。

追い移植とは、発情時に授精をし、その一週間後（黄体期）に受精卵移植を行う方法です。

受精卵が子宮に入ると着床を促す物質（インターフェロン・タウ）を放出します。通常授精で出来

た受精卵に加え、追い移植によって入れた受精卵から放出されるインターフェロン・タウによって、

通常の人工授精より高い受胎率が期待できます。

※リピートブリーダーとは…？

発情周期が正常で、所見において卵巣・子宮に異常がないにもかかわら

ず、３回以上授精しても受胎しない牛のこと。

料金

・追い移植を行った場合、双子妊娠する可能性が高くなります。

双子分娩するリスクを考えておきましょう。

・技術者の判断により、授精後でも移植しない場合もあります。

・定期的に入荷はしていますが、数に限りがあります。

◎不受胎牛対策として、一度チャレンジしてみてはいかがでしょうか。

追い移植希望の方は、授精師にお気楽にご相談下さい♪

注意

・Ｆ１卵【体外受精卵】 5,000円
・技術料 6,000円
・ＥＴ器材代 3,000円
・往診料 100円



ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡグループ北海道は、農政情報をタイムリーに組合員や役職員の皆様に知って

頂くことを目的として、農政に関する専用サイト「ＪＡグループ北海道農政ＮＥＷ

Ｓウェブサイト」を開設いたしました。

本サイトでは、農政及び国際貿易交渉をめぐる現在の情勢やＪＡグループ北海道

が行っている農政運動等のご報告、ＪＡグループ北海道をより知って頂きたい情報

などを随時更新する予定です。

サイトの更新情報については、ＪＡ北

海道中央会公式ＬＩＮＥにてお知らせを

いたしますので、是非、アドレスおよび

２次元バーコードにより追加願います。

●LINEアドレス：https://lin.ee/zkY09op

●２次元バーコー

ド

●農政NEWSウェブサイトURL

http://ja-

dosanko.jp/nousei/

ＪＡ北海道信連

現在、８月３１日まで、『北海道農業応援！「記

録に残したい」こどもフォトギャラリー』を実施

しています。

お子様がご飯を食べた時の「美味しい笑顔の写

真」や、一緒に調理をしている時の「楽しい笑顔

の写真」を募集中です。

応募方法は、ＪＡバンク北海道ＨＰからバナー

をクリックしてご確認下さい。応募いただいた写

真や北海道農業への応援メッセー

ジ（任意）は同ＨＰ

上で後日公開させて

いただきます。

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ共済連は、(公社) 北海道交通安全推進委員

会に『夏の交通安全運動』チラシ５万１千枚、ポ

スター９千２百枚・うちわ１０万枚を寄贈しまし

た。

「全道小・中学生交通安全ポスターコンクー

ル」令和元年度入賞作品が掲載されており、

全道の市町村や警察署などで交通安

全に役立たれます。

ＪＡ共済連では、今後も行政やＪ

Ａと連携しながら交通事故の防止に

向けた地域貢献活動を展開していき

ます。

ホクレン
新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、牛肉

の国内需要が不安定となる中、ホクレンは北海道

産の黒毛和牛モモスライス、同バラ焼肉、乳用種

肥育牛ロース焼肉のうち2種を組み合わせた「北

海道産牛肉セット」3商品の販売をホクレング

リーンネットショップで7月からスタートさせま

した。

北海道産牛肉の一般家庭で

の消費喚起に向けた取り組み

で、PR活動などを通じ生産者

の現状を知っていただくこと

も目的の一つにしています。

ＪＡ北海道厚生連

組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を

守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ

とを目的として、広報誌「すまいる」を発行して

おります。

年３回発行しており、様々な医療・健康情報を

発信しております。

ホームページに

もバックナンバー

を掲載しておりま

すので、是非ご一

読ください。

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介し

ます。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイト

をご覧ください。




